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• 財務部長の二階堂でございます。 

 

• まず私から、10月29日に発表した2015年３月期第２四半期決算と通期見通しに
ついて、簡単にご説明させていただきます。 
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• まず３ページをご覧ください。上期の実績および通期見通しの概要をお示ししてお
ります。  

 

• 上期の特徴としましては、運輸収入が好調だったことに加え、大鉄工業の子会社
化等によりその他事業が増収になりました。一方で流通業で、百貨店が改装のた
めに閉店しており、減収となったということなどがありましたが、先ほどの増収要素
があったために、連結・単体とも、増収となりました。また単体について、増収である
一方で費用が前年並みで増益となり、連結についても増益となりました。 

 

• この上期の状況を踏まえ、連結・単体の通期業績予想を上方修正しました。 
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• 次に単体の決算について４ページをご覧ください。上期は、運輸収入が増収となり
ました。一方で営業費用については、物件費等で一部増えた要素があるものの、
湖西線の賃借が終わったことや償却が進んだこともあり、費用全体では概ね前年
度並みということで、結果、営業利益は増益となりました。 

 

• また今期の特徴ですが、昨年の山陰線・山口線の災害の復旧費用として､特別損
失が+25億円増加しました。 

 

• またそれに加え、四半期純利益に影響してくるところでありますが、既にお知らせし
ているように、ゴルフ事業を10月１日にアコーディアに譲渡しました。これに伴い、
過去の損失処理に関連して、今回法人税等調整額が▲34億円減少しました。 

 

• 今期は、過去の災害復旧やゴルフ事業の損失処理など、そうした様々な取り組み
の影響が表れていると考えています。 

 

• なお、ゴルフ事業の譲渡に伴いまして預託金の返還等により連結で▲70億円程度
のキャッシュアウトが生じました。 
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• 次に５ページで、運輸収入の主な増減要因についてご説明します。 

  

• 上期の運輸収入は、対前年+62億円増の3,948億円となりました。その内訳は、新幹
線が+34億円、近畿圏が+20億円、その他在来線が+７億円です。 

 

• 上期につきましては、消費増税の反動を非常に心配しましたが、思ったほどその影
響が継続しなかったことに加え、比較的景気が堅調に推移したと考えています。 

 

• こうした景気の追い風をきっちり受け止めるべく、ダイヤ改正や新幹線のインターネ
ットの利用による商品の増売などに取り組んだ効果もあり、以上のような結果となりま
した。 
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• 単体の営業費用について、７ページをご覧ください。 

 

• 営業費用全体では微増となりました。円安や燃料費上昇の影響などで動力費が、
年度初に見込んでいた範囲内ではありますが、+12億円増加したほか、こちらも見
込んでいた範囲内で工事単価の上昇などにより修繕費が+21億円増となりました。
業務費においても、電気代の増加や北陸新幹線の開業準備が少し進んできたこ
ともあり、増加となりました。 

 

• 一方、湖西線の賃借期間が終了し、線路使用料が減少したほか、資産の減価償
却が進捗したことなどが要因で、このような結果になりました。 
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• 次に連結決算について８ページをご覧ください。 

 

• 営業収益は、単体の運輸収入が好調だったことや、大鉄工業の子会社化等により
その他事業が増収になったため、対前年+93億円増加の6,515億円となりました。 

 

• 営業費用については、増収に伴う諸経費の増があったことなどから、+20億円増加
の5,693億円となり、営業利益は対前年+73億円増加の821億円となりました。 

 

• なお、大鉄工業等の子会社化に伴いまして、第１四半期の決算時にも発表してお
りますが、営業外収益と特別利益に負ののれんの発生益として、73億円を計上し
ております。 
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• 次に９ページでセグメント別の実績をご説明します。  

 

• 流通業は、現在新大阪駅などで進めている工事の支障や、大阪の百貨店の工事に
より、▲55億円の減収となりました。一方で、この流通業に整理しておりますビジネス
ホテルの昨年の開業経費が今年なくなったこと等により、営業利益については微減
となりました。 

 

• 不動産業の営業収益は、ショッピングセンターのリニューアル工事の影響があった
ものの、昨年度より分譲物件が多かったことなどから、対前年+１億円の増収となりま
した。費用面においては、大阪ステーションシティの減価償却が進んだことなどによ
り、営業利益については対前年+18億円の増となりました。 

 

• その他事業には、旅行業、ホテル業、工事業などが入っていますが、旅行業、ホテ
ル業については、旅行需要が堅調だったということ、工事業については、子会社化
の効果もあり、収益面におきましては、対前年+78億円の増となりました。一方で増
収に伴う費用の増等があり、ほぼ前年並みの利益となりました。 
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• 次に10ページをご覧ください。 

 

• 単体の業績予想については、上期実績や、今後の景気動向などを見据えまして、
営業収益を対前回+65億円増加の8,810億円、営業費用は、ほぼ予定どおりの進
捗となっているため、据え置きの7,795億円、その結果営業利益を対前回+65億円
増加の1,015億円を見込んでいるところです。 
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• 次に11ページをご覧ください。  

 

• 通期の運輸収入見通しは、対前年+73億円増加、対前回では+65億円上方修正
し、7,880億円としております。 

 

• 下期だけを見れば、対前年+11億円と上期実績に比べて控えめな数字となってい
るのは否めないところだと思います。 

 

• これは、景気が後退局面に入った可能性を示唆する見方が多く、不透明感が出
ていることを踏まえているということや、昨年度の下期が、消費増税前という特殊な
環境で、増税前に旅行された方も少なからずいらっしゃったと見ていることから、
対前々年度の前半のトレンドを伸ばしてこのように見込んでいます。加えて、下期
は、競合区間における航空機の増便等が予定されているように聞いており、さらに
10月の台風の影響も踏まえた見込みにしております。 

 

• もちろん、こうした不透明な環境におきましても、上半期で成果を挙げてまいりまし
た様々な施策をきっちり進めることによって、観光需要、それから昨今増えてきた
訪日外国人のお客様を積極的に取り込み、少しでも収益の上積みを図っていき
たいと考えております。 
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• 次に12ページで、単体の営業費用の見通しについてご説明します。 

 

• 営業費用については、概ね期初の計画通りに進捗していることから、見通しを変
更しておりません。 

 

• 特に今期は、下半期に北陸新幹線開業の準備が本格化してくることから、開業
準備経費として通期で対前年+66億円の費用増を見込んでおり、上半期に比べ
て経費が膨らんでくるトレンドであります。 
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• 次に13ページで、連結業績予想についてご説明します。  

 

• 営業収益は対前回+105億円増加の1兆3,300億円、営業費用は対前回+40億円
増加の1兆2,060億円、営業利益は対前回+65億円増加の1,240億円としておりま
す。 

 

• 単体の収益・利益の見通しを上方修正したことに加え、今年度になり新たな受注
が見込めることになった工事業等で収益を40億円ほど上方修正しております。 
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• 次に14ページをご覧ください。 

 

• 先ほど申し上げたとおり、営業収益につきまして、運輸業で+65億円の増、工事
業で+40億円の増としております。 

 

• 簡単ではありますが、以上で私からの説明を終わらせていただきます。 
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• 副社長の来島でございます。20ページ以降について、ご説明させていただきます。 
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• 上期の実績を踏まえた今後の取り組みですが、まず、20ページは私たちのいわ
ゆる経営方針です。 

 

• 当社は、昨年３月に、｢JR西日本グループ中期経営計画2017｣を策定いたしまし
た。私どもとしてこの5年間で中期的にどういう姿を目指すのか、重点的な戦略、
目標をどうするのかをお示ししたところであり、現在２年目に入っているところで  
す。 

 

• 申し上げた戦略と計画いたしました各種施策を具体的に進めているところであり
まして、それらの結果が上期でも出ております。また、これから取り組んでいく施
策というものを以降のページにお示ししているところです。 



• 21・22ページに示した業績については、先ほど財務部長より説明いたしましたの
で、詳細は申し上げませんが、上期は連結・単体とも増収・営業増益となり、これ
を踏まえ、通期見通しを上方修正いたしました。 

 

• 一方、下期は、収益面での少し控え目な見通し、計画しておりました費用の執行
ということがあるため、通期の連結ベースでの減益という見方は変えていないとい
う状況です。 
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• このように厳しい状況ではありますが、23ページにありますように、2015年度以降
の成長に向けた基盤整備を着実に進めるのが、今年度の方針です。近年、鉄道
にまつわる自然災害が多発・激甚化しているところですが、引き続き安全性向上
に取り組んでまいりますし、また、「新幹線」・「近畿圏」・「事業創造」を中心に様
々な手を打ちながら、少しでも収益の上積みを図っていくというのが基本的な姿
勢です。 
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• 山陽新幹線について、25ページをご覧いただきたいと思います。 

 

• 上期は、今年３月のダイヤ改正で、対首都圏・対九州の速達性やフリークエンシ
ーを向上させたほか、シニア層の観光需要やインバウンド需要等の取り込み策も
功を奏したということで、対前年34億円の増収となりました。 

 

• 今後の景気動向はなかなか不透明ですし、また対抗する航空機の増便なども当
然想定される中で、私どもとして競争力を向上させるとともに、観光需要の掘り起
こしに取り組んで、今期の新幹線の運輸収入として3,686億円を目指したいという
ことをお示ししております。 
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• 26ページには、収入の確保のために、具体的にどのようなことに取り組むのかとい
うことについて、左側に競争力の向上、右側に観光需要の喚起ということを掲げて
おります。これらの項目についてはかねてからお知らせしているものもありますが、
私どもとして着実にこれらを実行していくことで、今回上方修正した目標を、ぜひ今
期達成してまいりたいと考えております。個別の施策は資料をご覧いただきたいと
思います。 

 

• 特に来年３月には、私どもの山陽新幹線が博多開業いたしまして40周年を迎えま
す。これを契機にさらに山陽新幹線をご利用いただけますよう、施策を考えてまいり
たいと思っております。 
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• 次に、27ページでは、来年３月14日に開業する北陸新幹線について触れておりま
す。  

 

• すでにいろいろな準備を進めておりますし、開業日やダイヤの概要については発
表させていただいており、今月、特急料金の認可申請を行ったところです。私ども
として北陸新幹線の開業効果の最大化を図っていくということで、開業前のPR、特
に首都圏および関西地区におけるPRに努めているところです。 

 

• こうした新幹線が来期以降において、私どもの経営に大きく資することを目指して、
今力を入れて取り組んでいるところです。 

 

 



• 28ページでは、近畿圏についてお示ししております。  

 

• 上期は、景気が堅調に推移したことに加え、天王寺地区のあべのハルカス全面開
業や、USJハリー･ポッターのアトラクション開業などを契機としたお出かけ需要を取
り込むことができたことにより、上期においては対前年20億円の増収となったという
ことです。 
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• 29ページにありますように、下期に向けても、JR発足後に導入した車両のリニュー
アルを図ることで、安全・安定輸送の取り組みも着実に進めるとともに、神戸線で
の駅改良やバリアフリー設備など、私どもとしてまだまだアーバンエリアの線区価
値を高めていくことが必要であると考えております。また、Webを活用したUSJなど
のコンテンツや関西の魅力についての情報発信により、都市観光をさらに促進す
ることにも努めてまいりたいと思っております。 

 

• これらの取り組みにより、運輸収入は、対前年25億円増の2,946億円を目指して
いきたいと考えております。 
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• 次の30ページからは事業創造についてお示ししております。 

 

• 冒頭に申し上げましたとおり、今期は各セグメントで減益という想定は変えており
ません。しかしながら、私どもとして将来に向けた成長と持続的経営に資する施策
を具体的に進めていくことが大事だと考えており、具体的にセグメントごとに31ペ
ージ以降に記載をしております。 
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• 31ページが流通業等の分野です。 

 

• セブン-イレブンとの提携については、９月末時点で17店舗の転換が完了したとい
うことで、対前年で比較できる店舗では売上が５割以上増加しているという状況で
す。引き続き、下期においても着実に転換を進めてまいります。 

 

• 右側ではノースゲートビルディング西館の再生についてお示ししております。７月
末から西館の大半を休業し、工事を順調に進めているところです。すでに、核テナ
ントの一つとして、「代官山蔦屋書店」のライフスタイル提案型の店舗が決定しまし
たが、現在、他のテナント各社とも出店に向けて調整を行っているところです。 

 

• 東館のルクアにつきましても、西館の店作りと連動いたしまして、８月に大規模リ
ニューアルを行っており、９月のテナント売上高が対前年で１割増加するなど、順
調なスタートを切っていると認識しております。 
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• 32ページは不動産業についてです。 

 

• 沿線外では、福岡天神地区で商業ビルが12月にオープンするほか、ショッピングセ
ンターでは、北陸新幹線開業をにらみまして北陸エリアでのリニューアルや高架下
開発を順調に進めているところです。 
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• 33ページのその他のセグメントにおきましては、子会社化したリハビリデイサービス
事業で店舗を拡大するほか、出資や業務提携により農業や健康分野に関する事
業に着手することで、将来に向けた新たな事業分野にチャレンジしているということ
をお示ししております。 

 

• また、10月１日には、当社にとって強みが無く、長年の懸案でありましたゴルフ事業
を、アコーディアに良い形で譲渡することができました。 

 

• 今後も外部企業等の力も借りながら、各事業の競争力を高めてまいりたいと考えて
おります。 
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• 次に、35ページに設備投資についてお示ししております。  

 

• 上期の連結設備投資の実績は、対前年274億円増の737億円、このうち、安全関
連投資は224億円ということでした。 

 

• 今年度通期で見ますと、安全関連投資に加えまして、ご案内しております北陸新
幹線の車両の新製や、ノースゲートビルディング西館の再生に関わる投資がある
ため、連結では2,240億円と大規模な投資を見込んでおります。現在、順調に計
画が進んでいると考えております。 

 

• 今後も投資につきましては案件の効果を見極めつつ、計画的に進めてまいりたい
と考えているところです。 



• 36ページがキャッシュフローや財務の状況です。 

 

• ９月末時点の長期債務残高は9,760億円、自己資本比率は29.5%となっておりま
す。 

 

• 通期におきましては、利益水準に加えまして設備投資が高水準となることから、フ
リー･キャッシュフローがマイナスとなることを見込んでおります。期末長期債務残
高につきましても、連結ベースで9,970億円となる見込みです。 
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• 株主還元について、37ページにお示ししております。 

 

• 株主還元の方針や今期の配当予想については、ご案内しているところから変更
はありません。  

 

• 2017年度に、連結ベースでの｢自己資本総還元率」３％程度を目指すという還元
方針に沿って、取り組んでいくということです。 
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• 最後に、中期経営計画の修正についてです。 

 

• 収支見通しに北陸新幹線開業に伴う収入への影響や線路使用料を織り込んで
いなかったことから、必要な修正を行うと申し上げておりましたが、この修正は、北
陸新幹線が開業した後の来年春に行いたいと考えております。 

 

• 過去にも中計見直しを行ったことがありますが、今回は、経営環境そのものが大
きく変わったわけではありませんし、抜本的見直しを行うわけではありません。北
陸新幹線開業に加えまして、中計が始まって２年が経ちますので、これまでの進
捗を織り込んだ形でアップデートを行いたいと考えております。 

 

• 私からのご説明は以上です。 
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